
課：

一般財源(物件費充当分のみ) 4,926,425 ー ー ー 5,070,086

歳入計(物件費に充当される特定財源) 8,784,979 ー ー ー 8,752,488

その他 8,784,979 ー ー ー 8,752,488

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 13,713,710 ー ー ー

　物件費計 13,711,404 ー ー ー 13,822,574 99.2%

　人件費計 2,306 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 2,306 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

0.30人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・共通経費市町村負担金として、大阪府後期高齢者医療広域連合へ、特別会計分及び一般会計分を年に各４回納入

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

市町村負担金の交付が適切に行われている

対象者(受益者) 市町村負担金の交付が適切に行われている

現状・課題 将来にわたり増加し続ける被保険者に対し円滑な事務事業の遂行と継続

事業の概要
高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、都道府県に設置の「大阪府後期高齢者医療広域連合」に対して、運営等に係
る人件費や事務費を含む運営経費について、市町村負担金を交付する

年間の主な事務

根拠法令等 高齢者の医療の確保に関する法律、大阪府後期高齢者医療広域連合規約

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2008（H20）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 行政運営区分

施策目標 6.誰もがいつまでも心身ともに健康に暮らせるまち 性質 財務・公財管理

担当部署(R7年度機構) 部： 市民生活部 保険年金課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 125

事務事業名称 後期高齢者医療広域連合負担金交付事業



① 千円

② 千円

③ 千円

④ 千円

⑤ 千円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き法律に基づき、適正に事務を執行する。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、大阪府後期高齢者医療広域連合に対して、運営等に係る人件費や事務費を含む運営経費について、市町
村負担金を適正に交付した。

R6 R7 R8 R9 単位
指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

 後期高齢者医療制度の運営のために、大阪府後期高
齢者医療広域連合負担金を支出した。

千円 8,690,833 ー ー ー

 後期高齢者医療制度の運営のために、大阪府後期高
齢者医療広域連合負担金（一般会計分）を支出した。

千円 10,430 ー ー ー

 後期高齢者医療制度の運営のために、大阪府後期高
齢者医療広域連合負担金（特別会計分）を支出した。

千円 172,061 ー ー ー

 後期高齢者医療制度の運営のために、 療養給付費負
担金（令和5年度精算金）を支出した。

千円 98,848 ー ー ー

 後期高齢者医療制度の運営のために、療養給付費負
担金を支出した。

千円 4,739,232 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 0

歳入計(物件費に充当される特定財源) 255,440 ー ー ー 140,194

その他 109,140 ー ー ー 124,922

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 146,300 ー ー ー 15,272

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 159,682 ー ー ー

　物件費計 108,117 ー ー ー 121,853 88.7%

　人件費計 51,565 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 14,278 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 37,287 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 3.92人 ― ― ―

4.85人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・各種申請や届出の受付、資格確認書の引渡し等
・健康診査（医科・歯科）の受診デ―タを元にひらかたポイント付与に係る事務処理を実施（月一回）

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

適正な被保険者証の引渡し、各種申請や届出の受付等ができている
被保険者自らフレイル予防を意識し、積極的に健康診査等を受診する

対象者(受益者) 75歳以上のすべての人及び65歳以上75歳未満で一定の障害のある人（生活保護受給者を除く）

現状・課題

高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、75歳以上のすべての人及び65歳以上75歳未満で一定の障害のある人
（生活保護受給者を除く）は後期高齢者医療制度の対象となる。
後期高齢者は持病等で医療機関等にかかる割合は高くなるが、健康診査（医科）や健康診査（歯科）（以下、「健康診査等」
という。）の受診率が低い。

事業の概要

①大阪府下の全市町村が加入する「大阪府後期高齢者医療広域連合」が主体となり、市町村と分担して事務を処理する
・広域連合：被保険者の資格管理、資格確認書の交付、医療等の給付等
・枚方市：各種申請や届出の受付、資格確認書の引渡し等
　【参考】本市被保険者数：66,768人（2025年3月末現在）
②ひらかたポイントを付与することを動機付けとした受診勧奨を行い、受診率の向上を図る。また、健康診査等を受診し
た方に対してひらかたポイントを各1,000ポイントずつ付与する

年間の主な事務

根拠法令等 高齢者の医療の確保に関する法律、高齢者の医療の確保に関する法律施行令、高齢者の医療の確保に関する法律施行規則

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2008（H20）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 6.誰もがいつまでも心身ともに健康に暮らせるまち 性質 社会福祉

担当部署(R7年度機構) 部： 市民生活部 保険年金課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 126

事務事業名称 後期高齢者医療事業



① 人

② 人

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き健康診査等の受診者に、ひらかたポイント付与等の事業を行い、受診率の向上を目指す。
令和7年度以降は75歳年齢到達による後期高齢者医療制度の被保険者数の推移について、団塊の世代にあたる被
保険者の移行のピークが令和５年度であったことから、増加ペースもゆるやかになることが予想されるが、引き続き
混乱の無いよう適切な事務を行い、被保険者の利便性向上に努める。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

ひらかたポイント付与を周知することで、健康診査（医科・歯科）における受診者数の年間における平準化を図る。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

令和６年度は健康診査等の受診率の向上を目的とし、大阪府後期高齢者医療広域連合から送付される受診券にひらかたポイントの案内リーフレットの
同封を依頼するなど周知広報の取組を実施し、目標を超える実績となった。

10.5 ― ― ― ％

― 受診者数／健康診査対象者数

10.4 12.3 13.3 14.3 ％

6,672 ― ― ― 人

R6 R7 R8 R9 単位

6,573 8,110 8,853 9,612 人

受診率が向上する。（結果として大阪府内における受診率順
位が上昇する）

指
標

受診者数

指
標

受診率

R6 R7 R8 R9

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
②

説
明

健康診査（歯科）の受診者数が増加する。

ア
ウ
ト
カ
ム
②

説
明

単位

26.1 ― ― ― ％

― 受診者数／健康診査対象者数

25.8 27.6 28.6 29.6 ％

16,590 ― ― ― 人

R6 R7 R8 R9 単位

16,359 18,220 19,063 19,896 人

受診率が向上する。（結果として大阪府内における受診率順
位が上昇する）

指
標

受診者数

指
標

受診率

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

健康診査（医科）の受診者数が増加する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

全ての健康診査（歯科）受診対象者に対し受診勧奨を
行う。
【受診案内が送付された健康診査（歯科）の受診対象者
数】

人 63,589 ー ー ー

全ての健康診査（医科）受診対象者に対し受診勧奨を
行う。
【受診券が送付された健康診査（医科）の受診対象者
数】

人 63,589 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 513,392 ー ー ー 530,826

歳入計(物件費に充当される特定財源) 978,271 ー ー ー 978,271

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

978,271 ー ー ー 978,271

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 1,493,201 ー ー ー

　物件費計 1,491,663 ー ー ー 1,509,097 98.8%

　人件費計 1,538 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 1,538 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

0.20人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・府負担金の受入事務（年２回）
・一般会計からの繰出事務

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

一般会計からの繰出金が後期高齢者医療特別会計へ適切に支出されている。

対象者(受益者) 75歳以上のすべての人及び65歳以上75歳未満で一定の障害のある人（生活保護受給者を除く）

現状・課題 将来にわたり増加し続ける被保険者に対し円滑な事務事業の遂行と継続

事業の概要 後期高齢者医療特別会計に一般会計から繰出金を支出する。

年間の主な事務

根拠法令等 高齢者の医療の確保に関する法律

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2008（H20）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 行政運営区分

施策目標 6.誰もがいつまでも心身ともに健康に暮らせるまち 性質 財務・公財管理

担当部署(R7年度機構) 部： 市民生活部 保険年金課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 127

事務事業名称 後期高齢者医療特別会計繰出金事務



① 千円

② 千円

③ 千円

④ 千円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、高齢者の医療の確保に関する法律等に基づき、適正に一般会計から後期高齢者医療特別会計への繰出金
を執行する。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

高齢者の医療の確保に関する法律等に基づき適正に一般会計から後期高齢者医療特別会計への繰出金を執行した。令和６年度について、法令や国の
通知等に基づかない一般会計からの繰出金の執行は行っていない。

R6 R7 R8 R9 単位
指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

後期高齢者医療特別会計繰出金事務として一般会計
から繰出金を支出する。（職員給与等分）

千円 69,364 ー ー ー

後期高齢者医療特別会計繰出金事務として一般会計
から繰出金を支出する。事務費等分（経常経費）

千円 23,194 ー ー ー

後期高齢者医療特別会計繰出金事務として一般会計
から繰出金を支出する。（保険基盤安定制度分）

千円 1,304,362 ー ー ー

後期高齢者医療特別会計繰出金事務として一般会計
から繰出金を支出する。（事務費等分）

千円 94,743 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 5

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 4,113 ー ー ー

　物件費計 0 ー ー ー 5 0.0%

　人件費計 4,113 ー ー ー

ー

附属機関委員 269 ー ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 3,844 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 20.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

0.50人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・国民健康保険運営協議会を年２回程度開催（9月と２月開催予定）

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

国民健康保険運営協議会が円滑に運営できる

対象者(受益者) 国民健康保険運営協議会

現状・課題 国民健康保険運営協議会が円滑に運営できている

事業の概要
協議会の開催は年２回程度で、市長からの諮問事項および国保事業の運営状況などについて審議・協議を行う。
委員構成（定数20人・任期3年）：被保険者代表6人、保険医・薬剤師代表6人、公益代表6人、被用者保険代表2人

年間の主な事務

根拠法令等 国民健康保険法、枚方市国民健康保険条例

関係附属機関等 国民健康保険運営協議会

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 行政運営区分

施策目標 6.誰もがいつまでも心身ともに健康に暮らせるまち 性質 内部事務・行政運営

担当部署(R7年度機構) 部： 市民生活部 保険年金課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 128

事務事業名称 国民健康保険運営協議会運営事務



① 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

令和７年度においても、９月及び２月の協議会開催を予定している。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

令和６年度の協議会開催実績は２回（９月・２月）で、対面での開催を行った。
国民健康保険に係る状況及び国民健康保険制度改正内容や令和７年度の大阪府の統一保険料率について協議を行った。

R6 R7 R8 R9 単位
指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

国民健康保険運営協議会開催 回 2 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 2,164,123 ー ー ー 2,229,572

歳入計(物件費に充当される特定財源) 2,242,766 ー ー ー 2,242,769

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

1,759,231 ー ー ー 1,759,233

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 483,535 ー ー ー 483,536

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 4,410,733 ー ー ー

　物件費計 4,406,889 ー ー ー 4,472,341 98.5%

　人件費計 3,844 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 3,844 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

0.50人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・国・府負担金の受入事務（年２回）
・一般会計からの繰出事務

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

国民健康保険を適正に運営し、加入者に対する医療給付を行うとともに健康の保持増進のための取り組みを推進できて
いる。

対象者(受益者) 75歳未満の市民で他の医療保険の被保険者・被扶養者でない人（生活保護受給者を除く）。

現状・課題 職場等のいずれの健康保険にも加入していない市民は国民健康保険に加入しなければならない。

事業の概要
国保特別会計への法定繰入として、保険基盤安定制度（保険料軽減分、保険者支援分）、国保財政安定化支援事業、出産育
児一時金、未就学児均等割保険料、産前産後保険料、職員給与等、事務費について繰出を行う。

年間の主な事務

根拠法令等 国民健康保険法、枚方市国民健康保険条例、枚方市国民健康保険条例施行規則

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 行政運営区分

施策目標 6.誰もがいつまでも心身ともに健康に暮らせるまち 性質 財務・公財管理

担当部署(R7年度機構) 部： 市民生活部 保険年金課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 129

事務事業名称 国民健康保険特別会計繰出金事務



① 千円

② 千円

③ 千円

④ 千円

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 千円

⑨ 千円

⑩ 千円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、法令や国の通知および大阪府国民健康保険運営方針を踏まえた一般会計から国民健康保険特別会計へ
の繰出金の執行を適正に行う。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

累積赤字額については、平成29年度においてすべて解消することができた。
令和６年度について、大阪府国民健康保険運営方針を踏まえ、法令や国の通知等に基づかない一般会計からの繰出金の執行は行っていない。

R6 R7 R8 R9 単位

指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

国保特会への法定繰入分について、一般会計からの繰
出を行う。地方単独事業減額調整分

千円 30,769 ー ー ー

国保特会への法定繰入分について、一般会計からの繰
出を行う。国保財政安定化支援事業分

千円 680,178 ー ー ー

国保特会への法定繰入分について、一般会計からの繰
出を行う。産前産後保険料繰出金

千円 3,957 ー ー ー

国保特会への法定繰入分について、一般会計からの繰
出を行う。未就学児均等割保険料分

千円 18,467 ー ー ー

国保特会への法定繰入分について、一般会計からの繰
出を行う。【事務費等分】

千円 243,342 ー ー ー

国保特会への法定繰入分について、一般会計からの繰
出を行う。【出産育児一時金分】

千円 54,426 ー ー ー

国保特会への法定繰入分について、一般会計からの繰
出を行う。【事務費等分】

千円 65,439 ー ー ー

国保特会への法定繰入分について、一般会計からの繰
出を行う。【職員給与等分】

千円 342,380 ー ー ー

国保特会への法定繰入分について、一般会計からの繰
出を行う。【保険基盤安定制度】

千円 944,646 ー ー ー

国保特会への法定繰入分について、一般会計からの繰出
を行う。【 保険基盤安定制度分（保険料軽減分）】

千円 2,023,285 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 106,500 ー ー ー 108,938

歳入計(物件費に充当される特定財源) 110,801 ー ー ー 113,302

その他 53,821 ー ー ー 53,821

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 56,980 ー ー ー 59,481

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 289,822 ー ー ー

　物件費計 217,301 ー ー ー 222,240 97.8%

　人件費計 72,521 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 18,543 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 53,978 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.80人 ― ― ―

会計年度任用職員 5.52人 ― ― ―

6.50人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・継続加入の世帯については例年6月に年次分を賦課決定し、通知を送付
・年度途中の加入世帯については加入手続の翌月に賦課決定し、通知を送付

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

被保険者が納得できる公平で適正な賦課

対象者(受益者) 枚方市国民健康保険被保険者

現状・課題
国民健康保険制度が複雑で、被保険者には分かりにくい
保険料減免の申請件数が多くかつ受付後の事務が煩雑であるため、決定までに多くの時間と労力を要している

事業の概要 被保険者の資格管理、所得把握をもとに、国民健康保険料を賦課する。

年間の主な事務

根拠法令等 国民健康保険法、枚方市国民健康保険条例、枚方市国民健康保険条例施行規則

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 非選択的区分

施策目標 6.誰もがいつまでも心身ともに健康に暮らせるまち 性質 税務事務

担当部署(R7年度機構) 部： 市民生活部 保険年金課 区分 義務的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 130

事務事業名称 国民健康保険料賦課事務



① 人

② 千円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、国民健康保険法等、大阪府国民健康保険運営方針等に基づき、適正な賦課を行うことで被保険者間の負
担の公平化を図る。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

国民健康保険法等に基づき、適正な賦課を行った。令和６年度から大阪府下統一となった保険料率について、制度運用の整理、市民周知を行った。

R6 R7 R8 R9 単位
指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

被保険者に国民健康保険料を賦課する 千円 8,376,560 ー ー ー

被保険者の資格管理・所得把握を適正に行う
【被保険者数】

人 66,139 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 0

歳入計(物件費に充当される特定財源) 36,366,853 ー ー ー 38,204,702

その他 10,849,397 ー ー ー 11,105,476

0

市債 0 ー ー ー 0

25,513,926 ー ー ー 27,099,226

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 3,530 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 33,825,703 ー ー ー

　物件費計 33,765,677 ー ー ー 35,456,952 95.2%

　人件費計 60,026 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 15,803 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 43,983 ー ー ー

特別職非常勤 240 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 1.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.80人 ― ― ―

会計年度任用職員 4.86人 ― ― ―

5.20人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・診療報酬明細書（レセプト）の再審査請求申出及び返戻事務を行う（例月）
・国保連合会を通じて診療報酬を支出事務を行う（例月）

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

加入者に対する医療給付を行うことで健康の保持増進が実現できている

対象者(受益者) 75歳未満の市民で他の医療保険の被保険者・被扶養者でない人（生活保護受給者を除く）

現状・課題 被保険者の疾病、負傷、出産及び死亡等に対して適正な保険給付を行う

事業の概要
医療機関から国保連合会を経由して提出された診療報酬明細書（レセプト）について、縦覧点検等を行った後、国保連合会
を通じて診療報酬を支払う

年間の主な事務

根拠法令等 国民健康保険法、枚方市国民健康保険条例

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 非選択的区分

施策目標 6.誰もがいつまでも心身ともに健康に暮らせるまち 性質 社会福祉

担当部署(R7年度機構) 部： 市民生活部 保険年金課 区分 義務的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 132

事務事業名称 国民健康保険給付事業



① 件 件 件 件

② ％ ％ ％ ％

③ 人 人 人 人

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

主な保険給付状況：療養給付費21,249,806千円、療養費276,222千円、高額療養費3,426,950千円、出産育児一時金82,138千円、葬祭費
21,150千円
ジェネリック医薬品差額通知を年３回送付、医療費のお知らせを年６回送付した。
その他レセプト点検、施術療養費の適正化業務、第三者求償事務等を行った。

― ― ― ― ―

厚生労働省の算出する後発医薬品の使用割合（数量シェア）9月末現在
の実績

―

― ― ― ― ―

82.2 ― ― ― ％

R6 R7 R8 R9 単位

82 83 84 85 ％

―

指
標

後発医薬品の使用割合

指
標

―

R6 R7 R8 R9

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
③

説
明

被保険者全体における後発医薬品の使用割合が伸びる。

ア
ウ
ト
カ
ム
③

説
明

単位

― ― ― ― ―

第三者行為求償額　÷　平均被保険者数 ―

― ― ― ― ―

242 ― ― ― 円

R6 R7 R8 R9 単位

300 300 300 300 円

―

指
標

被保険者1人当たり財政効果額

指
標

―

R6 R7 R8 R9

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
②

説
明

第三者求償事務が円滑に行える。

ア
ウ
ト
カ
ム
②

説
明

単位

― ― ― ― ―

資格・内容点検過誤調整額　÷　平均被保険者数 ―

― ― ― ― ―

1,712 ― ― ― 円

R6 R7 R8 R9 単位

2,000 2,000 2,000 2,000 円

―

指
標

被保険者一人当たり財政効果額

指
標

―

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

適正に診療報酬を支払う。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

後発医薬品の使った場合の差額通知を行う
【差額通知を行った対象人数】

人 1,767 ー ー ー

第三者行為事案の発生を早期に把握する。
【傷病届が早期に提出された割合】

％ 30 ー ー ー

レセプト点検等給付審査を行う。
【レセプト点検等給付審査件数】

件 1,162,202 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

R７年度
取組方針

引き続き、効果的なレセプト点検をはじめジェネリック医薬品の使用促進などの医療費適正化事務に取り組み、適切
に保険給付業務を行う。

R７年度
方向性 現状維持



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 0

歳入計(物件費に充当される特定財源) 79,714 ー ー ー 71,901

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 79,714 ー ー ー 71,901

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 65,565 ー ー ー

　物件費計 3,175 ー ー ー 3,806 83.4%

　人件費計 62,390 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 12,802 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 49,588 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 3.20人 ― ― ―

6.45人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・年金相談や国民年金加入届等の受付等に係る窓口対応
・日本年金機構との事務処理に係る協力連携及び事務対応
・年金制度の広報事務

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

資格切り替えや種別変更を適時行い、また、必要な方には免除や納付猶予制度を案内し未納を未然に防止するとともに、
窓口で各種届、申請等について適切な説明を行うことで、将来必要な基礎年金を受給できるようになる。

対象者(受益者)
20歳から60歳までの国民年金1号加入の方、及び加入手続き等の必要な方。国民年金保険料の免除や納付猶予制度の
相談と手続きが必要な方。障害基礎年金の受給に向けた相談を希望される方。/60歳～65歳までの高齢任意制度を利
用して納付を希望する方。（480月の受給資格をお持ちでない方が対象）

現状・課題
厚生年金2号からの資格切り替えや、3号からの種別変更を行わないと、資格の中断による未納付の状態が発生し将来の
年金受給額に影響がでる。

事業の概要

①年金相談や国民年金加入届等の受付、審査及び日本年金機構への届出書の送付
②日本年金機構で受付した届出書等の入力処理
③年金制度の広報
④国民年金保険料納付勧奨や国民年金への職権適用等に関する日本年金機構との協力連携に関する事務

年間の主な事務

根拠法令等 国民年金法（第12条第１項及び第4項並びに第105条第1項第4項）

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1960（S35）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 非選択的区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 税務事務

担当部署(R7年度機構) 部： 市民生活部 保険年金課 区分 義務的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 199

事務事業名称 国民年金事務



①

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

令和７年度においても国が進めるシステム標準化を見据え、業務を分かりやすく整理しながら、窓口対応の質を落と
さないようにしていく必要がある。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

年金機構のターンアラウンドによる申請の推進もあり、近年の窓口相談件数は減少傾向である。年金機構のシステムによる職権適応の早期実施に伴
い、郵送等での第1号被保険者の資格取得勧奨が進むことで、来庁者はさらに減少していくことが予測される。それらを考慮して目標数値を設定した
が、相談件数が減少した場合であっても、将来の年金受給額への影響は少ないと考えられる。

― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ―

21,128 ― ― ― 件

R6 R7 R8 R9 単位

20,000 20,000 20,000 20,000 件

―

指
標

日本年金機構への進達件数

指
標

―

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

国民年金加入届等を適切に受け付け、対応することにより、
資格の中断による未納付の状態等が発生しない環境づくり
が出来る。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

国民年金加入届等を受け付ける。 件 13,604 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 15,228 ー ー ー 16,957

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 47,729 ー ー ー

　物件費計 15,228 ー ー ー 16,957 89.8%

　人件費計 32,501 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 6,362 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 26,139 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 1.70人 ― ― ―

3.40人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・継続して被保険者である者については例年6月に年次分を賦課決定し、通知を送付
・年度途中に年齢到達で被保険者となる者や転入等により被保険者となった者には翌月に賦課決定し、通知を送付

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

被保険者が納得できる公平で適正な賦課が実施されている状態

対象者(受益者) 枚方市に現在住民票がある、または、以前住民票があり市外住所地特例施設に住民票がある６５歳以上の人

現状・課題 介護保険制度が複雑で被保険者には分かりにくい

事業の概要 被保険者の資格管理、所得把握をもとに、介護保険料を賦課する

年間の主な事務

根拠法令等 地方自治法第231条、介護保険法、枚方市介護保険条例

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2000（H12）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 非選択的区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 税務事務

担当部署(R7年度機構) 部： 市民生活部 保険年金課 区分 義務的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 205

事務事業名称 介護保険料賦課事務



① 人 人 人 人

② 千円 千円 千円 千円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、適正な賦課を行うことで被保険者間の負担の公平化を図る。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

介護保険法等の法令に基づき、適正な賦課を行った。被保険者に対しては、丁寧な説明を行った。

R6 R7 R8 R9 単位
指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

被保険者に介護保険料を賦課する 千円 8,317,399 ー ー ー

被保険者の資格管理・所得把握を適正に行う
【賦課対象者数】

人 114,690 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 2,468,082 ー ー ー 2,604,790

歳入計(物件費に充当される特定財源) 852,262 ー ー ー 865,157

その他 852,262 ー ー ー 865,157

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 3,356,803 ー ー ー

　物件費計 3,320,344 ー ー ー 3,469,947 95.7%

　人件費計 36,459 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 633 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 35,826 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.31人 ― ― ―

4.66人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

予算決算事務、照会・回答事務、委託等契約事務、物品購入事務、文書管理事務等

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

課の運営が円滑に行われる

対象者(受益者) 保険年金課に在籍する職員

現状・課題 課の運営を円滑に図る必要がある

事業の概要 課の運営事務

年間の主な事務

根拠法令等 決裁

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 9.施策体系外 細区分 行政運営区分

施策目標 99.施策体系外 性質 内部事務・行政運営

担当部署(R7年度機構) 部： 市民生活部 保険年金課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 931

事務事業名称 保険年金課運営事務



①

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

拡充 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

令和6年度の機構改革により、課に所属する人員や所管する予算、制度が増えたため、課内の調整・関係部署との連
携を図りながら、引き続き適正な課運営を行う。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

課運営における行政事務及び庶務事務を円滑かつ適正に執行した。

R6 R7 R8 R9 単位
指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 109,141 ー ー ー 109,145

歳入計(物件費に充当される特定財源) 327,424 ー ー ー 327,421

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

109,141 ー ー ー 109,140

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 218,283 ー ー ー 218,281

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 437,334 ー ー ー

　物件費計 436,565 ー ー ー 436,566 100.0%

　人件費計 769 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 769 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

0.10人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

一般会計から介護保険特別会計への繰出金支出事務（例年３月）

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

介護保険法に基づく一般会計から介護保険特別会計への繰出金の支出管理が適正に行われている状態。

対象者(受益者) 課職員

現状・課題 介護保険法に基づく一般会計から介護保険特別会計への繰出金の支出管理を適正に行う必要がある。

事業の概要
介護保険料の１号保険料について、保険給付費の５割の公費とは別枠で市民税非課税世帯を対象として公費を投入し、低
所得の高齢者の保険料の軽減を強化　【公費負担割合：国1/2、府1/4、市町村1/4】

年間の主な事務

根拠法令等 介護保険法

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質：

事業期間 事業開始 ： 2000(H12)年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 行政運営区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 財務・公財管理

担当部署(R7年度機構) 部： 市民生活部 保険年金課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 992

事務事業名称 介護保険特別会計繰出金事務（保険年金）



①

②

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、介護保険法に基づき、適正に一般会計から介護保険特別会計への繰出金を執行する。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

介護保険法に基づき、適正に一般会計から介護保険特別会計への繰出金を執行した。

R6 R7 R8 R9 単位
指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

介護保険特別会計繰出金事務として一般会計から繰
出金を支出する。（低所得者介護保険料軽減分：過年度
分）

千円 9,458 ー ー ー

介護保険特別会計繰出金事務として一般会計から繰
出金を支出する。（低所得者介護保険料軽減分）

千円 427,107 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績


